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相談支援専門部会委員
に就任された皆様へ

2009/ 9/２８（月）プラザ菜の花

４階 会議室「羽衣」

千葉県健康福祉部障害福祉課

資料１
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千葉県自立支援協議会の経過報告

千葉県自立支援協議会は、平成１９年２月５日に設置し、１９

年度は８回、２０年度は２回の会議を開催しました。

当初の委員数は２１名で、現役相談支援のスペシャリストや国

のケアマネジメント従事者研修の修了者等から人選しました。

委員は「相談支援アドバイザー」も兼務していただき、地域自

立支援協議会の立上げ・運営支援にご尽力いただきました。

２年の任期満了を迎えた２１年度以降は、過去２年間の総括

議論をふまえての実質議論を深めるとともに、県の第四次障害

者計画との密接な連携を図るため、「障害者計画推進作業部

会」と、組織を一体的に運営することとして、メンバーを再編、そ

の組織下に「相談支援専門部会」を含む四つの専門部会を設

けることとしました。
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中核地域生活支援センター

市町村 市町村 市町村 市町村 市町村

圏域ごとの連絡組織

障害保健福祉圏域ごとの連絡・協議の場

前協議会
メンバー
を再編

療育支援 就労支援権利擁護

第四次千葉県障害者計画推進作業部会

千葉県自立支援協議会

相談支援

（専門部会）療育研究会
を発展継承

権利擁護研究
会を発展継承

連絡・協議 連絡・協議 連絡・協議 連絡・協議
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県内地域自立支援協議会の現状と課題

○Ｈ21年７月末現在、県内９６％の市町村で設置ずみですが、専門部会ま
でできたところは約15か所。個別支援会議の地道な積み重ねのない地域
もあり、今後は運営の中身作りを支援していく段階にあります。圏域ごと
の相談支援体制つくりを意識しながら支援したいと考えています。

○専門部会（福祉と教育の連携例）
特別支援学校等における「個別の教育支援計画」の施行や「地域特別

支援連携協議会」の義務設置など、厚生労働省と文部科学省の連携や、
防災対策では総務省との連携が、裁判員制度では司法当局との連携も
急がれています。

○県内でも一番早く設置された富里市の地域自立支援協議会は、 全体会
のほか３つの専門部会を設け、そのひとつ「教育・療育研究部会」を文科
省の関係の「地域特別支援連携協議会」と組織統合し、児童期から青年
期までの生活課題をトータルに受けとめられるように福祉と教育の融合
を図り、この部会で「ライフサポートファイル」を提案、具体的な活用段階
に入っています。こうした実践例を他にも広めていきたいと考えます。
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県自立支援協議会(主な役割)

相談支援体制作
りの広域的支援

研修・人材育成

専門性の高い

相談支援体制作り

・発達障害者支援センター運営事業
・高次脳機能障害普及支援事業
・精神障害退院促進事業
・障害児等療育支援事業
・障害者就業・生活支援センター事業

・地域自立支援協議会の設立・運営支援

・（相談支援）アドバイザー派遣事業
（専門分野別・地域担当アドバイザー）

・相談支援従事者研修（初任者・現任）

・サービス管理責任者研修（分野別）

・地域サポート研修・ピアサポート研修 等

Ｈ19年2月5日設立
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相談支援アドバイザー派遣事業の課題
• ２０年度の実績

・今後の課題
・個別支援会議や困難事例の検討のノウハウについて、どう支援してい
くか‥個別の助言依頼にどこまで応えていくのか？

・地域の人材を広く登録し、相談支援体制の支援を活性化
・派遣事業自体の積極的なPR
・アドバイザー連絡会議（別立て）の開催・充実
・派遣型・専任配置型の協議

25件計 （延べ派遣人員）

4 件中央のｱﾄﾞﾊﾞｲﾞｻｰ連絡会議への派遣4
10件地域サポート研修等ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣3
7 件アドバイザー（専門別）連絡会議2
4 件アドバイザー派遣（市町村自立支援協議会立上・運営支援）1



7


